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Ｑ　
充
実
し
た
内
容
は
。

Ａ　

佐
織
地
区
に
教
室
を
増

設
し
、
市
北
部
の
地
域
の
児

童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
体
制

を
充
実
さ
せ
、
適
応
指
導
に

加
え
教
育
相
談
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
体
制
強
化
し
た
。

Ｑ　
佐
屋
・
佐
織
の
利
用
者
数

は
。

Ａ　

佐
屋
地
区
は
、
小
学
生

が
３
名
、
中
学
生
が
16
名
、

佐
織
地
区
は
、
小
学
生
が
１

名
、
中
学
生
が
９
名
。

Ｑ　
教
育
相
談
は
教
室
を
利
用

し
て
い
る
人
に
限
定
さ
れ
る
の

か
。

Ａ　

不
登
校
児
童
だ
け
で
な

く
指
導
員
が
適
宜
学
校
を
回

り
、
そ
れ
ぞ
れ
相
談
業
務
を

行
っ
て
い
る
。

QAQQ AA 適
応
指
導
教
室

「
す
ま
い
る
」を

佐
織
地
区
に
増
設

討 

論
持
続
可
能
な
市
民
生
活
を

支
援
す
る
事
業
を

　

市
税
は
、
緩
や
か
で
あ

る
が
、
増
収
と
な
っ
て
い

る
。
財
源
比
率
で
は
、
依

存
財
源
に
頼
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
厳
し
い
財
源

に
お
い
て
も
、
数
多
く
の

市
単
独
事
業
を
始
め
、
持

続
可
能
な
市
民
生
活
を
支

援
す
る
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

社
会
情
勢
や
経
済
が
大

き
く
変
化
し
て
も
、
市
民

生
活
の
支
援
は
待
っ
た
な

し
だ
。
そ
の
た
め
の
財
政

調
整
基
金
も
計
画
的
に
積

み
立
て
て
い
る
。

コ
ス
ト
削
減
ば
か
り
に
目

が
い
っ
て
い
る

　

合
併
15
年
に
な
る
が
、

佐
織
地
区
と
か
、
佐
屋
地

区
と
か
、
未
だ
に
愛
西
市

全
体
と
し
て
の
体
制
に
転

換
で
き
て
い
な
い
。

　

市
街
化
区
域
で
あ
り
が

な
が
ら
、
消
防
車
や
救
急

車
が
入
れ
な
い
状
況
の
ま

ま
だ
。
ま
た
、
高
齢
者
の

外
出
が
認
知
症
予
防
等
に

効
果
が
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
の
に
、
高
齢
者

タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
公
共

施
設
や
病
院
に
限
ら
れ
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
介
護
や

医
療
費
の
増
大
に
つ
な
が

る
。
コ
ス
ト
を
削
る
こ
と

ば
か
り
に
目
が
行
き
、
こ

の
先
の
危
機
に
対
応
が
で

き
て
い
な
い
。

　

公
共
施
設
の
使
用
料
の

値
上
げ
も
、
必
要
だ
っ
た

の
か
疑
問
だ
。

賛 

成

反 

対
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